
様式１ 

令和２年度第１回渋谷区子ども・子育て会議 議題に対する意見_まとめ 

議題１ 渋谷区子ども・子育て支援事業計画進捗状況について 

（令和２年度保育園入所状況(令和 2.4.1 現在)、渋谷区の待機児童対策について） 

 

意見 

（委員） 

・待機児童の数が減っており来年度には待機児童がなくなるのではないかと期待

しています。 

・保育園が多くなり、様々な法人等が運営していることで、保育の質に差がありま

す。措置ではなく契約であるため、利用者は承知して入園していると言われますが、

新規園が多く、実際に園の見学もできないままに申し込みをするケースも多くある

と想像します。事業団の先生方が主任研修や訪問指導などを行ってくださっている

ことはとても期待しています。乳幼児期の成長はその後の成長に重要と言われてい

ますし、区内の子どもたちが平等の保育を受けられることを引き続き期待していま

す。 

 

（委員） 

 保育園の増設対応、素晴らしいと思います。 

 

（委員） 

・平成 31 年度の待機児童数 92 人に対し、令和 2 年 4 月 1 日時点のそれは 58 人と

のことで、6 割程度にまで減少しているのは大変すばらしいことと思います。 

・大きな割合を占める 0～2 歳児の待機児童向けの対策の一つとして、小規模保育

施設の増設による枠の拡大がなされてきたものと思いますが、自身の経験上、3 歳

以降の行き先が不確定という状況は、ご家族の精神面、生活全般にも影響が小さく

ないものと思います。この観点で、5 歳児までカバーする施設（5 施設）の開園が

計画されているのは大変好ましいことだと感じます。基本線として継続していただ

くのがよいと考えます。 

・一方、対策が実際の待機児童ニーズをどの程度充たしうるのかを評価するには

（また実際にニーズを充たしうる対策にブラッシュアップしていくには）、待機児

童数だけでなく、実際の待機児童ニーズの詳細を深掘りし、現状把握をもう少し細

かく行なう必要があると考えます（今回の資料だけではわからないことが多いで

す）。待機児童になっている方々の理由、ニーズには区内の地域に偏りがないか、

等。 

・待機児童対策取り組み状況として、今回の資料では保育施設の新規開設のみでし

たが、他の視点の対策の前向きな検討も望まれると思います。これまでの会議でも

何度か話題に上っていました、ファミリーサポート事業（より利用しやすいもの

へ）、一時預かり事業の拡充が候補として考えられるかと思います。 

・今後の子ども・子育て支援事業計画の推進にあたり、繰り返しになり恐縮ですが、



実際の待機児童ニーズの詳細の把握にできる範囲で努め、ニーズと乖離のある対策

になっていないか（新設保育施設の地域、数が適当か、そもそも保育施設の新設が

中長期的に区民ニーズを充たすことになるのか、ファミサポや一時預かりのニーズ

への寄与度合いは保育園新設と比べてどの程度なのか、等）を定期評価し、必要な

軌道修正をしながら進めていくことが非常に大切と思います。 

 

（委員） 

待機児が徐々に解消されて、これも区の取組みの成果だと思っています。 

しかし、新しい園の幼児のほうはほとんど空きがある状況であり、運営面でも大変

だと思います。 

既存の園もいずれ定数割れが生じてくる可能性もあり、その時に、園の統廃合や、

廃止する可能性もあるのかどうか、検討していく必要があると思います。 

園訪問の際、待機児解消のための保育室も、定数が満たされない状況を危惧してい

て、今後、区として保育室を存続するのか、廃止するのかの短期、中期的な考えが

知りたいとの意見もありました。 

今後は、待機児対策も進めながら、区として保育の質や保育環境のほうにも視点を

移していくことが重要になるかと思います。 

 

（委員） 

（資料１について） 

渋谷区の整備計画推進により、待機児数が減少傾向であることは評価されます。し

かしながら、コロナ禍における就労状況の激変により新年度の入園希望がどのよう

になるのか危惧されます。 

区内の全保育施設における年齢別受入定数については見直しを図り、各法人の中・

長期計画など区として調整していくことが必要であると思います。 

（資料 2 について） 

認可保育園として 400 人近い定数拡大となりますが、新設園にとってまずは乳児

の待機児解消とはなるものの、3－4 年は幼児の在籍が見込めないので、運営にお

ける区の支援が必要です。 

 

議題２ 小規模保育事業に係る認可及び利用定員について（令和２年１０月１日開設） 

 

意見 

（委員） 

 意見なし 

 

（委員） 

・「ぬくもりのおうち保育 神宮園」に関しましては、特に異存等ありません。 

・入所したくてもできていない 0～2 歳児の子どもたち、ご家族の方々のもとに、

安心安全な利用環境が少しでも早く届くことを願います。 



 

（委員） 

定数はいいかと思いますが、３歳児以上の受け入れ先はどうなるのでしょうか。 

また、現在の小規模２園も訪問してみると、非常口の確保が十分でないと感じます。

部屋のスペースがぎりぎり、物を置く場所もなく、避難口を塞いでしまっている。

また、日常的に使う（乳児が主なので）乳母車やバギーの置き場がないなどがその

原因かと思います。 

部屋の面積も規定ギリギリなので、備品は何も置けない状況ですが、大丈夫でしょ

うか。 

 

（委員） 

①図面には厨房や調乳コーナー及び事務（管理）室が入っていないようですが、（私

の見間違いかもしれませんが）それらはどのように計画されていますか？ 

②この施設の場合、保育士等職員配置数（予定）は？ 

 

 

 

その他意見 

（委員） 

・渋谷区の保育園におけるコロナ対策は個人的に評価しています。12 月までも自

粛継続に関して、「自粛しなくてはない」と強く思い込んでいる保護者の方を見か

けます。リモートワークだから育休だからと預けることを躊躇し、ご自身でため込

んでいる方々がいるように感じます。保育園側は登園を自粛しているご家族に対し

ても電話連絡などのケアをしていただきたいです。 

・コロナ禍において保育園の見学が難しくなり、これから入園を考えていく方々は

大変だと思います。見学に代わる YouTube 配信などあったらどうかと思います。 

 

（委員） 

子ども・子育て会議は、名前の通り会議を通して区と区民の意見を出し合い、よ

り良くするために存在しているかと考えます。資料を送付し、閲覧し、意見があれ

ばご連絡ください。では、役割を成しているとは言えないかと考えます。とはいっ

てもご返信が遅れたりしているので、私も偉そうなことが言えませんが...。 

セキュリティ上色々と困難なことはおありでしょうが、渋谷区なので、遠隔ミーテ

ィングなどチャレンジできると良いかなと考えます。 

また、添付資料をスマホで閲覧できるようにするために、ZIP 付きパスワードの

添付ではなく、現在のセキュリティのスタンダードである、複雑化された URL で

資料の共有などできるととてもありがたいです。渋谷区の IT、セキュリティ対策

をもう少し向上できるととてもうれしいです。ウェブ企業で大手企業のセキュリテ

ィ対応などしていたので、お役に立てます。課が違うかもしれませんが、必要であ

ればお声がけください。 



 

（委員） 

・保育園選択検討の支援：コロナの環境のため、保育園新規入園希望者が保育園見

学を思うようにできず苦労されているというお話を周囲でよく耳にします。当面、

このような環境は続くことが想定されることから、入園希望者の情報収集、判断に

役立つ区内の全保育園の情報の取りまとめと発信が望まれていると思います。いわ

ゆるどこにでも載っているような情報にとどまらず、入園希望者が見学やヒアリン

グを通して特に確認したいような事項を把握し、含めることが大事なポイントと思

います。 

 

（委員） 

新型コロナで妊婦へ検診時用のタクシー助成券を助成してくれたり、ネウボラの

妊婦面談をやっていただいたこと、とても有難く新しい制度として素晴らしいと思

っています。 

また何より、東京 BS の制度を採用いただけたことが、とても助かっています。 

他の区では東京 BS が使われないという声も多く、本当に渋谷区に住んで良かった

ね、と周りのお母さんとも話しています。御礼申し上げます。 

お礼の他、特に反対意見などはございません。今後ともよろしくお願いします。 

 

（委員） 

今後もコロナ感染症などの、感染症対策は、避けて通れないので、園の玄関に手

洗い場の設置、あるいは保育室の入り口に手洗い場の設置が必要になるかと思いま

す。保育室に保護者をいれないということであればいいと思いますが、現実的には

なかなかそうもいかないかと思います。 

小規模の図面を見ると、零歳児は２歳１歳の部屋を横断して保育室に入るように

なっているようですが、これもできれば入り口を別にしたほうが、感染のリスクは

少なくなるかと思います。コロナだけではなく、下痢、嘔吐の感染症が流行ったと

きなども同様です 

 

（委員） 

・この 5－6 年、多くの保育施設が開園しています。すでに区で実施している訪園

指導や職員研修などの取組には深く感謝しておりますが、渋谷区としての保育水準

と質の向上の充実が求められます。 

・さらに、各施設長の保育運営・経営能力を高めていくために、各法人の責務とと

もに新任施設長の研修（説明会）を区として継続的に実施されることを希望します。

特に、指導検査基準や就学前プログラム、第三者評価システムなどの理解は必須項

目であると考えます。 

 


